
寒冷地用塗料の耐久性に関する検討 
－実環境暴露試験 10 年目および実橋試験塗装 6 年目の結果－ 
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1. はじめに 

 冬期の低温時に塗装工事を行う場合，変性エポキシ

樹脂塗料などの低温用塗料を適用しても，5℃以下での

塗装は制限される．このため，1) 施工可能時間が夏期

に比べ短い，2) 暖房機によるコスト・CO2 の増加，3) 発

注時期が春から夏に集中するなどの問題が生じていた． 

 そこで，これらの問題を解決するため，イソシアネー

トでの重合反応硬化等により 5℃以下の低温領域で硬

化が可能となる寒冷地用塗料が開発された．これを受

け，当研究所では寒冷地用塗料の耐久性や施工性等の

性能に関する検討を行ってきた 1)． 

 本報では，寒冷地用塗料の耐久性に関する検討の一

環として行った実環境暴露試験の 10 年目の結果につい

て報告する．また，実橋を用いて行った試験塗装 6 年目

の結果についても，あわせて報告する． 

 

2. 暴露試験の概要 

2.1 塗装仕様 
表-1 に塗装仕様を示す．なお，仕様名の後半の数字

は複数の塗料メーカーがあることを意味している．例

えば，最上段のⅢP1～5 の塗料メーカーは 5 社である． 

 

2.2 試験板 
試験板は，寒冷地用塗料の適用温度の下限目標であ

る-5℃に設定した低温実験室内において，はけで塗装し

た．塗装終了後は，-5℃で 7 日間，続けて 23℃で 2 日

間，合計 9 日間の養生を行った．なお，脹れ幅などを評

価するため，試験板にはカット部を設けた． 

2.3 暴露試験方法 

作成した試験板を美々コンクリート・凍害実験場（北

海道苫小牧市）に 10 年間，暴露した．試験結果は鋼道

路橋防食便覧に示されている通常塗装仕様 Rc-Ⅰの結

果と比較して評価を行った． 

 

3. 暴露試験の結果 

3.1 外観調査 

カット部においては，Rc-Ⅰ塗装系と比較して脹れ幅

が大きい試験板が見られた．ただし，有機ジンクリッチ

塗料を用いた塗装系（Ⅰシリーズ）に関しては脹れの程

度は小さく，Rc-Ⅰ塗装系とほぼ同程度のレベルであっ

た．また，カット部以外の一般部では，塗膜異状は認め

られず良好だった． 
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表-1 塗装仕様

 

仕様名 １層目 ２層目 ３層目 ４層目 ５層目

膜厚（μm） 50 50 50 30(55
※2
) 25

ⅢP1～5 エポキシ下塗 エポキシ下塗 エポキシ下塗 ポリウレタン用中塗 ポリウレタン上塗

ⅢP6
湿気硬化形

ポリウレタン下塗
湿気硬化形

ポリウレタン下塗
湿気硬化形

ポリウレタン下塗 ポリウレタン用中塗 ポリウレタン上塗

ⅢS1～4 エポキシ下塗 エポキシ下塗 エポキシ下塗
シリコン変性
アクリル用中塗

シリコン変性
アクリル上塗

ⅠF1～2
有機ジンクリッチ

ペイント エポキシ下塗 エポキシ下塗 ふっ素用中塗 ふっ素上塗

ⅠAF1
有機ジンクリッチ

ペイント
湿気硬化形

ポリウレタン下塗
湿気硬化形

ポリウレタン下塗
厚膜

ふっ素上塗

ⅠAF2～4
有機ジンクリッチ

ペイント エポキシ下塗 エポキシ下塗
厚膜

ふっ素上塗

（比較） Rc-Ⅰ
有機ジンクリッチ

ペイント エポキシ下塗 エポキシ下塗 ふっ素用中塗 ふっ素上塗

Ⅲシリーズ

Ⅰシリーズ

※1：塗料名は「寒冷地用」を省略　　※2：厚膜塗料の場合の膜厚
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3.2 光沢保持率 

図-1 に光沢保持率の結果を示す．全ての仕様におい

て Rc-Ⅰと同等以上のレベルであった． 

3.3 付着力 

図-2に付着力の結果を示す．全ての試験板において，

付着力評価基準 2)で最も良い評価となる 2Mpa 以上の付

着力を確保していた．また，鋼板素地からの剥離は認め

られなかった．  

 

4. 実橋における寒冷地用塗料の耐久性 

4.1 試験概要 

実橋における寒冷地用塗料の耐久性を確認するため

既設塗装の塗替えを想定し実橋を用いた試験塗装を行

った．以下では塗装後 6 年目の結果について報告する． 

(1) 対象橋梁 

対象橋梁は，A 塗装系（油性さび止めペイント/フタ

ル酸樹脂塗料）の I 橋と C 塗装系（無機ジンクリッチ

ペイント/エポキシ樹脂塗料/ふっ素樹脂塗料樹脂塗料）

の H 橋である．図-3 に各橋梁の諸元等を示す． 

(2) 塗装仕様 

表-1 に示す塗装仕様のうち，Ⅰシリーズの 5 仕様を

試験塗装に用いた．また，鋼道路橋防食便覧に示されて

いる塗装仕様であるⅢP4 の仕様についても，あわせて

試験塗装に用いた．なお，塗替え塗装であるため，Ⅰシ

リーズの 5 仕様については，各仕様の 1 層目に有機ジ

ンクリッチペイントではなく，2 層目と同じ下塗塗料を

使用した． 

4.2 試験結果 

(1) 外観調査 

 各橋梁のいずれの塗装仕様においても，割れ，はがれ，

膨れ等の異状は見られなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 対象橋梁の諸元 

 

 
図-4 付着力 

 

(2) 付着力 

 付着力の測定結果を図-4 に示す．H 橋のⅠAF1 以外

の仕様では 2MPa 以上の付着力を確保していた．  

 

参考文献 

1) 寒 冷 地 用 塗 料 マ ニ ュ ア ル （ 案 ） ：

https://zairyo.ceri.go.jp/ceri_zairyo/topics5/tosou-

dr.html 

2) 社団法人日本鋼構造協会，鋼橋塗膜調査マニュア

ル JSSⅣ03-1996，2006． 

0

1

2

3

4

ⅠAF1 ⅠAF2 ⅠF2 ⅠAF3 ⅠAF4 ⅢP4

付
着

力
（M

Pa
）

I H

0

20

40

60

80

100

120

光
沢

保
持
率

（
%
）

Rc-Ⅰ

0
1
2
3
4
5
6
7
8

付
着

力
（

M
Pa
）

図-2 付着力図-1 光沢保持率
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